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マークカードを利用した考査採点用プログラム
Excel用
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　　　　　　　　　愛知県立天白高等学校

＜＜採点OMR（採点用ソフト）の使い方＞＞

omr_500.xls（以後、本ソフト）を利用するに先立ち、氏名用のファイル（氏名.xls）を作成してください。１年～３年のシートが用意されているので、氏名を入力してください。ほかで利用しているデータを切り貼りするとよいでしょう。氏名用のファイルは、本ソフトと同じフォルダに保存をしておいてください。

1 マークカードリーダーの電源を入れる。

2 本ソフトを開く。

3 マクロを有効にする。

4 ”設定”のシート
· タイトル、学年を入力

· ”氏名の読み込み”ボタンをクリック

· 問題数は、５０問以内か、１００問以内を選択

（マークカードが生徒一人当たり、１枚か２枚かということ）

· 次の”チェック”のシートに移動する。
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”チェック”のシート（図３）

· マークカードリーダにカードをセット

（このとき、クラス単位でも、ばらばらでもかまわない）

· ”１～５０問までのカードの読み込み”ボタンをクリック

（一度読み込んだデータを消去したいときは、右の方にあるデータ消去ボタンを利用）

· 全員分の読み込みが終わるまで、カードのセットと” １～５０問までのカードの読み込み”ボタンのクリックを繰り返す

· ５１問から１００問までのカードがある場合は、さらに”チェック２”のシートに移動し同様の作業を行う。

· 生徒のカードの読み込みが全て終了したら、”読み取り表”のシートへ移動する。

6 ”読み取り表”のシート
· 生徒のカードの読み取り状況を確認

· 必要があれば、”印刷”ボタンをクリックし、表を印刷

（用紙サイズは、B４である）。印刷の際、印刷する組などを指定

· 終了したら、”正解”のシートへ移動
7 ”正解”のシート（図４）
· 正解、配点を入力
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（入力は、セルに直接入力することも可能であるが、マークカードに正解を記入し、カードリーダで読み取ることも可能である。その際は、”正解をカードから読み込む”ボタンをクリックする。また、配点も９点以内であれば、同様にマークカードから読み込むことができる。全ての問題の配点が同じであれば、”全ての問題に同じ配点を自動入力”ボタンをクリックすると入力が簡単にできる。）

· 必要があれば、順不同や両方（複数の連続した項目があっていて正解など）の採点方法を指定

（指定方法については、シートに例示してある（図５、図６））

· 終了したら、”採点表”のシートへ移動
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8 ”採点表”のシート
· ”採点”ボタンをクリック

（問題数、生徒の人数により、採点に時間のかかる場合があります。左上の黄色のセルに進行状況が表示されますので、しばらくお待ちください。）

· 必要があれば、”印刷”ボタンをクリック

（用紙サイズは、B４）

· 全ての作業が終了したら、次の”点数一覧”のシートへ移動

9 ”点数一覧”のシート
· 必要があれば、”点数一覧表の表示”ボタンと”点数一覧表の印刷”ボタンを順にクリック

· 全ての作業が終了したら、次の”生徒個票”のシートへ移動

10 ”生徒個票”のシート
· シートの印刷する組の欄にチェック

（印刷には、結構、時間がかかりますので、様子を見ながら、数クラスずつ行うとよいとおもいます。）

· ”チェックした組の印刷”ボタンをクリック

（印刷が完了するまで、しばらくお待ちください。）

· 全ての作業が終了したら、次の”正答率”のシートへ移動

11 ”正答率”のシート
· ”正答率の表示”ボタンと”正答率の印刷”ボタンを順にクリック（

組別と成績別の正答率が印刷される。）

· 全ての作業が終了したら、”誤答分析”のシートへ移動

12 ”誤答分析”のシート
· ”誤答分析の表示”ボタンと”誤答分析の印刷”ボタンを順にクリック

（設問順に解答番号ごとの人数の一覧が作成される。）

13 ファイルの保存
保存する場合は、マクロは作成していないので、エクセル自体の機能を利用する。

· エクセルのメニューから、[ファイル]→[名前を付けて保存]を選択

· ”保存先”を指定

· ”ファイル名”を適宜つけて、”保存”ボタンをクリック













図３　”チェック”のシート





図４　”正解”のシート





図５　順不同の設定方法





図６　両方の設定方法
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